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かぷりあだより　

令和７年度　ライトアップを予定している施設
・がいなロード・米ッ子合掌像（JR米子駅前）・米子市公会堂・米子市福祉保健総合センターふれあいの里・米子市男女

共同参画推進センター“かぷりあ”・米子市人権情報センター米子中央隣保館・下福万隣保館・前田隣保館、米子コン
ベンションセンターなど

 毎年11月12日から11月25日（女性に対する暴力撤廃国際日）までの2週間は、「女性に対する

暴力をなくす運動」期間です。期間中には全国各地で、女性に対する暴力根絶のシンボルである

パープルリボンにちなみ、「パープルライトアップ」が実施されます。この運動の趣旨に賛同して、

米子市でもがいなロードのカラーライトや米子駅前の米ッ子合掌像をパープルライトアップします。

ライトアップには、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼びかけるとともに、被害者に対して

「ひとりで悩まず、まずは相談してください」というメッセージが込められています。

 また、11月8日から26日まで、米子市立図書館で、鳥取県との合同パネル展も開催します。是非

お立ち寄りください。

【ドメスティック・バイオレンス、セクシャル・ハラスメントに対する考え方】

DV、セクハラに対する考え方については、「たとえ夫婦であっても、暴力を振るうことは許されない」と思う割合が高く
なっています。また、DVやセクハラの相談窓口や環境作りの充実の必要性も、多くの人に認識されていました。

令和3年度米子市市民意識調査

令和6年度ライトアップ施設
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④相談窓口など、被害者が相談

しやすい環境作りが不十分

③加害者にも、相談機関が必要

②自分も当事者かもしれない

①たとえ夫婦であっても暴力を

振るうことは許されない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



Ｂｌａｃｋ　Ｂｏｘ　（ブラックボックス）　伊藤詩織 著
真実は、ここにある。  なぜ司法はこれを裁けないのか?レイプ被害を受けたジャーナリストが
世に問う、 法と捜査、社会の現状。 尊敬していた人物からの思いもよらない行為。 しかし、
その事実を証明するには…密室、社会の受け入れ態勢、差し止められた逮捕状。 あらゆると
ころに〝ブラックボックス〟があった。圧倒的ノンフィクション　

お申込み・問合せ先　鳥取県協働未来創造本部　県民運動課
　　　　TEL（0858）23-3901　mail　kennmin-undou@pref.tottori.lg.jp　　申し込みQRコード


